
所　　　　属 現代社会学部　　現代社会学科

専　　　　攻 専攻

主な担当科目 日本語・日本語特講

氏　　 　名 枝光　美穂

フ リ ガ ナ エダミツ　ミホ

職　　　位 教授

学　位　等 博士（比較社会文化）

担当科目：日本語（留学生対象）・日本語特講（留学生対象）・基礎ゼミⅠ～Ⅳ・専門演習・卒業研究指導

・学生がレポートを書く力を身につけることを目的とした授業を行っています。

・留学生の資格試験合格を応援しています。空き時間を活用し、模擬試験を一緒にやっていきましょう。

研究内容・社会業績等

日本語を第二言語として学習する、日本語学習者の習得に関する研究を行っている。
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